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<人口密度 >凡　　例

<人口の見通し >

（資料：実績値は国勢調査、推計値は国立社会保障・人口問題研究所）

市街の中に人口密度の高い
範囲が集約しています

このままでは、市全体で
大幅に人口が減少します

凡　　例

（バス）
（バス）

凡　　例

　

あ
わ
ら
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

掲
げ
る
将
来
都
市
像
を
基
本
と
し
つ
つ
、
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
社
会
に
お
い
て
も
持
続

可
能
な
、
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」
に

取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
計
画
で
す
。

　

居
住
や
都
市
機
能
（
福
祉
や
医
療
・
商
業
等
）

の
立
地
誘
導
を
図
る
エ
リ
ア
を
定
め
、
今
後

の
新
規
立
地
や
建
替
え
を
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ

ア
へ
誘
導
し
、
公
共
交
通
の
充
実
等
と
合
わ

せ
て
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち

の
実
現
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
市
街
地
は
、
Ｊ
Ｒ
芦
原
温
泉
駅
、
え
ち
ぜ

ん
鉄
道
あ
わ
ら
湯
の
ま
ち
駅
周
辺
に
形
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
人
口
は
、
宅
地
開
発
地
区
や
土
地
区
画
整

理
区
域
に
集
積
し
て
い
ま
す
。

●
Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線
３
駅
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
３

駅
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
路
線
バ
ス
が
２

つ
の
市
街
地
や
周
辺
の
集
落
を
結
ん
で
運

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
マ
ン
ド
交

通
が
市
民
の
移
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
６
５

歳
以
上
で
の
利
用
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

●
公
共
交
通
の
利
用
割
合
は
約
３
％
に
留
ま

り
、
自
動
車
利
用
が
約
８
割
を
占
め
て
い

ま
す
。

●
生
活
サ
ー
ビ
ス
施
設
は
、
両
市
街
地
に
比

較
的
コ
ン
パ
ク
ト
に
集
積
し
て
い
ま
す
。

●
２
０
１
０
年
現
在
の
人
口
２
９
，
９
８
９

人
は
、
２
０
４
０
年
に
は
２
１
，
０
３
９

人
に
ま
で
減
少
す
る
見
通
し
で
す
。

　

あ
る
程
度
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街
地
が
形
成

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
全
体
で
人
口
減
少
、

高
齢
化
が
進
み
ま
す
。
人
口
が
減
少
し
す
ぎ

る
と
、
採
算
が
合
わ
ず
に
商
業
店
舗
や
医
療

施
設
等
が
撤
退
し
、
生
活
利
便
性
の
低
い
街

に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

１　

暮
ら
し
や
す
い
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

　

居
住
機
能
と
生
活
を
支
え
る
都
市
サ
ー
ビ
ス
機
能
（
公
共
施
設
や
生
活
利
便
施
設
）

が
集
積
す
る
、
暮
ら
し
や
す
い
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

２　

活
力
と
魅
力
を
生
み
出
す
多
様
な
拠
点
づ
く
り

　

２
つ
の
拠
点
で
の
さ
ら
な
る
魅
力
創
出
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
結
び
つ
け

る
公
共
交
通
を
基
軸
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
、
連
携
に
よ
る
相
乗
効

果
を
創
出
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
規
住
宅
需
要
や
住
み
替
え
需
要
は
、
従

来
通
り
用
途
地
域
内
へ
の
誘
導
を
基
本
と
し

ま
す
が
、
よ
り
快
適
に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
用
途
地
域
の
内
側
に
公
共
交
通
や
都
市

機
能
の
利
便
性
が
高
い
エ
リ
ア
を
居
住
誘
導

区
域
と
し
て
定
め
、
積
極
的
な
誘
導
を
図
り

ま
す
。

　

用
途
地
域
か
ら
居
住
に
適
さ
な
い
エ
リ
ア

（
①
災
害
リ
ス
ク
が
高
い
エ
リ
ア
、
②
工
業
専

用
地
域
、
工
業
地
域
、
③
準
工
業
地
域
の
う
ち

土
地
利
用
状
況
等
か
ら
み
て
居
住
に
適
さ
な

い
エ
リ
ア
）
を
除
外
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

法
に
基
づ
く
施
策

●
居
住
誘
導
区
域
外
で
、
次
に
掲
げ
る

住
宅
開
発
を
行
う
場
合
の
届
出
制
度
を

運
用
し
ま
す
。

　

・
３
戸
以
上
の
住
宅
の
建
築

　

・
１
戸
又
は
２
戸
以
上
の
住
宅
で
そ

　
　

の
規
模
が
千
㎡
以
上
の
も
の　

等

市
独
自
の
施
策

　

公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
、

居
住
誘
導
の
た
め
の
情
報
提
供
や
空
き

家
の
有
効
活
用
、
支
援
措
置
等
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

※この計画の公表に伴い、居住誘導区域外、都市機能誘導区域

外で上記に該当する開発・建築行為を行う場合には、都市再

生特別措置法に基づく届出が必要となります。この届出手続

きは、届出をいただくことで住宅開発や誘導施設の整備の動

きを把握し、今後の取り組みに活用していくものです。ご理

解とご協力をお願いします。

法
に
基
づ
く
施
策

●
都
市
機
能
誘
導
区
域
外
で
、
次
に
掲

げ
る
誘
導
施
設
の
整
備
を
行
う
場
合
の

届
出
制
度
を
運
用
し
ま
す
。

　

・
本
庁
舎

　

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

・
総
合
ス
ー
パ
ー
（
千
㎡
以
上
）

　

・
病
院
、
診
療
所

　

・
銀
行
、
信
用
金
庫

　

・
文
化
ホ
ー
ル
、
図
書
館
等

●
都
市
機
能
立
地
支
援
事
業
、
都
市
再

構
築
戦
略
事
業
、
各
種
特
例
措
置
を
活

用
し
ま
す
。

市
独
自
の
施
策

　

公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
、

公
有
地
の
有
効
活
用
、
支
援
措
置
等
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

都
市
機
能
（
高
次
都
市
機
能
、
生
活
サ
ー

ビ
ス
機
能
）
は
、
原
則
と
し
て
現
存
す
る
機

能
や
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

高
齢
化
社
会
に
不
可
欠
な
医
療
・
福
祉
系
の

機
能
を
は
じ
め
、
新
し
い
機
能
の
新
築
・
移

転
を
都
市
機
能
誘
導
区
域
に
誘
導
し
、
高
齢

者
が
自
立
し
や
す
い
市
街
地
環
境
を
整
え
て

い
き
ま
す
。

　

両
市
街
地
の
居
住
誘
導
区
域
内
に
お
い
て
、

①
関
連
計
画
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
整
合
、

②
拠
点
中
心
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
や
回
遊
性
、

③
都
市
機
能
の
集
積
状
況

を
勘
案
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

あ
わ
ら
市
立
地
適
正
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

立
地
適
正
化
計
画
と
は

あ
わ
ら
市
の
現
状
は
？

居
住
を
誘
導
す
る
区
域
と
施
策

都
市
機
能
を
誘
導
す
る
区
域
と
施
策

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

お問い合わせは・・・

土木部 建設課

☎73-8032

※詳細は、ホームページをご覧ください


